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区分 評価
視点 評価 評価理由 評価 評価理由

１．運営組織に関すること

・組織体制
仕様書や事業計画の実現に適した運営体制が構築されていること。 運営 ④ A

・基本的な考え方
文化創造拠点等の構成施設を一体的に管理運営することの目的を十分に把握した運営が
なされていること。

運営 ② A

・職員の育成
職員の能力向上や安全管理のための研修・訓練が実施されていること。 運営 ④ S

各業務の特性を踏まえた研修メニューが充実していること。 運営 ④ A

・個人情報の保護及び情報公開
個人情報の保護及び情報公開の考え方と取組が適切であること。 運営 ④ A

・セルフモニタリング
セルフモニタリングの仕組みが適切であること。 運営 ① A

２．利用者サービスに関 （１）ホール関連サービス （対象施設：やまと芸術文化ホール）

　　すること ・基本方針
やまと芸術文化ホールの設置目的を十分に把握した方針であること。 ホール ② A

・サービス提供に関する取組
民間のノウハウを生かした利用者の満足度を高める具体的な取組があること。 ホール ① A

様々な利用者（障がい者、高齢者）にとって利用しやすい環境を提供するための方策がある
こと。

ホール ① S

・事業計画　１）事業方針及び事業内容
仕様書に沿った魅力的かつ目的が明確な事業が具体的に計画され、実施されていること。 ホール ② A

　　　　　　   ２）実施体制
指定管理者の特性や実績、経験、能力、ネットワークなどを生かした体制がとられているこ
と。

ホール ② A

・（利用規則）　１）施設利用の公平性
利用者の公平性に配慮していること。 ホール ① A

　　　　　　　　  ２）利用規則、３）利用料金
採算性と利用者に配慮した利用規則と利用料金の設定がなされていること。 ホール ① A

・（人員体制）
仕様書や事業計画の実現に適した現実的な運営体制であること。 ホール ④ A

責任者等の配置や、指揮命令系統の構築、業務従事者の質の確保が適切であること。 ホール ④ A

・舞台設備管理
委託先を含めて、適切な実施体制がとられていること。 ホール ③ A

【A】施設の空き状況を可視化し
てホームページへ掲載。下見会
の実施、令和７年度附帯設備利
用料の値上げの告知を早期に行
うなど、随時変わる最新情報をタ
イムリーに届けることで利便性に
配慮。９０％を超える高稼働率を
維持した。

【S】全ての人が文化芸術に触れ
る機会を創出する手話フェスを開
催。出演者に障害を持つアー
ティストを起用し、客席・舞台一体
となって楽しめる企画とした。難
聴者支援システム、ユニボイスを
準備し、手話通訳者、サービス介
助士を配置。安心して過ごせる空
間とした。

【A】幅広い世代へ多様なジャン
ルの自主事業を企画・実施し、有
料公演の約半数でチケット完売し
た。またアウトリーチにおいては
高齢者福祉施設や近隣の小学
校に出向き、ホールに来られない
人たちへ音楽体験や、古典芸能
等に触れていただく機会の創出
に努めた。

事業計画書を上回る水準である
事業計画書どおりの水準である
事業計画書を下回る水準である
仕様書等で定める業務の実施条件を満たしていない（協定書第37条に定める改善勧告を要する）

指定管理者（１次評価） 市（２次評価案）
審議会意見

令和７年度　大和市文化創造拠点等評価シート（指定管理者：１次評価、市：２次評価）

※総合評価（評価の視点）は、「大和市公の施設の管理運営に関する基本方針」に定められた項目です。
※評価視点は、評価項目を総合評価に落とし込む上でのおおむねの基準を示しており、評価視点に示している番号の評価は総合評価①～④の各評価へ対応していることを表しています。

※評価項目は、指定管理者選定時の企画提案書作成要領に基づいており、事業計画書、事業報告書及び本評価シートはそれぞれ対応した記載となっています。

評価項目 評価基準

【S】ステップアップ研修にて、クレ
ドの「お客様対応の指針」におけ
る”よりそう”を体現できるようにな
るための、想像力と傾聴スキルの
知識習得と実践形式のトレーニン
グ研修を実施。サービス品質を維
持した。
また、やまとみらい全施設共通で
作成したチェックシートを用いた
「接遇セルフチェック」を新たに導
入、自身の応対力を客観的にとら
え、現状を把握し改善する機会と
なるよう、全館で取り組んだ。セル
フチェックは２回実施し、１回目の
結果を受け各自が改善を意識し
た行動を心がけたことで、２回目
のチェックでは全施設で平均値
が向上、全施設平均では0.16ポ
イントアップした。集計結果を共
有することで接遇を意識する良い
機会となり、持続的な取組にもつ
ながった。

1 ページ



区分 評価
視点 評価 評価理由 評価 評価理由

指定管理者（１次評価） 市（２次評価案）
審議会意見評価項目 評価基準

（２）図書館関連サービス （対象施設：大和市立図書館、中央林間図書館、渋谷図書館、各学習センター図書室）

・基本方針

各図書館（図書室を含む）の設置目的や目指す図書館像、公共図書館としての理念及び果
たす役割を十分に理解した方針であること。

図書 ② A

・サービス提供に関する取組

民間のノウハウを生かした利用者の満足度を高める具体的な取組があること。 図書 ① A

様々な利用者（障がい者、高齢者）にとって利用しやすい環境を提供するための方策がある
こと。

図書 ① S

・事業計画　１）事業方針及び事業内容

仕様書に沿った魅力的かつ目的が明確な事業が具体的に計画され、実施されていること。 図書 ② A

　　　　　　   ２）実施体制

指定管理者の特性や実績、経験、能力、ネットワークなどを生かした体制がとられているこ
と。

図書 ② A

・（人員体制）

仕様書や事業計画の実現に適した現実的な運営体制であること。 図書 ④ A

責任者等の配置や、指揮命令系統の構築、業務従事者の質の確保が適切であること。 図書 ④ A

【A】以前より大和シルフィードとの
連携によりイベントや展示を開催
していたが、令和７年度には新た
に横浜・F・マリノスとの連携を開
始。選手のPR写真を掲出したラッ
ピング書架や、マリノスケの一日
図書館長や読書手帳配布、選手
のおすすめ本を紹介する展示な
どさまざまな連携事業を企画、実
施した。遠方にお住まいのマリノ
スサポーターも来館・シリウスに足
を運んでいただくきっかけとなっ
たことで、新たな利用者層の開拓
につながった。
また、社会福祉協議会との連携も
継続して実施。健康テラスを利用
した様々なイベントを実施すること
で、シニア世代を中心とした社会
参加の機会を創出するとともに、
夏休みに実施した工作系ワーク
ショップには親子連れも多く参加
するなど、世代を超えた交流の場
にもなった。
さらに初の試みとして外部講師を
招いた「マンガプロ体験」をティー
ンズ向けに実施。「プロの先生に
教えていただき、とても楽しかっ
た」、「道具の使い方なども実際
に作業しながら教えてもらえるの
はとても貴重な体験だった」と
いった声をいただき、中高生世代
の図書館利用促進の機会となっ
た。
外部との柔軟な連携により、幅広
い世代に向けてのアプローチが
できた。

【S】令和4年に施行された「大和
市こもりびと支援条例」への取組
のひとつとして、大和市福祉総務
課との連携により図書館業務に
従事する環境を提供。当初は他
者との関わりや交流を避ける傾向
にあった方々が、図書館で作業
にあたりながら自然に交流を深
め、お互いを気遣いあう様子や、
やりがいを見出し前向きにいきい
きと業務に向き合う様子が見られ
るようになり、条例の基本理念に
ある「こもりびと一人一人の生き方
及び価値観が尊重され、自らの
意思で社会とつながるために多
様な選択肢が示されること」を体
現できる場となりつつある。図書
館利用にとどまらない「居場所」を
提供することができた。
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区分 評価
視点 評価 評価理由 評価 評価理由

指定管理者（１次評価） 市（２次評価案）
審議会意見評価項目 評価基準

（３）学習センター関連サービス （対象施設：生涯学習センター、ポラリス、各地区学習センター）

・基本方針
各学習センターの設置目的を十分に把握した方針であること。 学習 ② A

・サービス提供に関する取組
民間のノウハウを生かした利用者の満足度を高める具体的な取組があること。 学習 ① S

様々な利用者（障がい者、高齢者）にとって利用しやすい環境を提供するための方策がある
こと。

学習 ① A

・事業計画　１）事業方針及び事業内容
仕様書に沿った魅力的かつ目的が明確な事業が具体的に計画され、実施されていること。 学習 ② A

　　　　　　   ２）実施体制
指定管理者の特性や実績、経験、能力、ネットワークなどを生かした体制がとられているこ
と。

学習 ② A

・（利用規則）　１）施設利用の公平性
利用者の公平性に配慮していること。 学習 ① A

　　　　　　　　 ２）利用規則、３）利用料金
採算性と利用者に配慮した利用規則と利用料金の設定がなされていること。 学習 ① A

・（人員体制）
仕様書や事業計画の実現に適した現実的な運営体制であること。 学習 ④ A

責任者等の配置や、指揮命令系統の構築、業務従事者の質の確保が適切であること。 学習 ④ A

（４）屋内こども広場関連サービス （対象施設：大和市屋内こども広場）

・基本方針
大和市屋内こども広場の設置目的を十分に把握した方針であること。 こども ② A

・サービス提供に関する取組
民間のノウハウを生かした利用者の満足度を高める具体的な取組があること。 こども ① S

様々な利用者（障がい者等）にとって利用しやすい環境を提供するための取組があること。 こども ① A

・事業計画　１）屋内公園事業
仕様書に沿った魅力的かつ目的が明確な事業が具体的に計画され、実施されていること。 こども ② A

　　　　　　　 ２）保育施設事業
仕様書に沿った魅力的かつ目的が明確な事業が具体的に計画され、実施されていること。 こども ② A

　　　　　　   ３）実施体制
指定管理者の特性や実績、経験、能力、ネットワークなどを活かした体制がとられているこ
と。

こども ② A

・（利用規則）　１）施設利用の公平性
利用者の公平性に配慮していること。 こども ① A

　　　　　　　　  ２）利用規則、３）利用料金
採算性と利用者に配慮した利用規則と利用料金の設定がなされていること。 こども ① A

・（人員体制）
仕様書や事業計画の実現に適した現実的な運営体制であること。 こども ④ A

責任者等の配置や、指揮命令系統の構築、業務従事者の質の確保が適切であること。 こども ④ A

【S】ポラリスのアリーナ個人利用
において、抽選のための来館や
抽選方法等についてご意見が
あったが、予約システムの導入に
より抽選のための来館がなくなる
など利便性が向上したことで、利
用者からも運営方法への理解が
得られた。また、準備・片付けの
効率化によって団体の活動可能
時間が増え、喜んでいただいた。

【A】「シリウスみんなのごはん」「シ
リウスボードゲーム」など地域の団
体や人材を活用した事業を行っ
た。運営に携わってくれた団体や
参加者からも好評で、高齢者等
の居場所や世代間交流の場とし
て機能した。引き続き地域と密接
に連携した講座を実施していく。
また、「岡田先生と行く！やまと魅
力再発見」では、座学とフィール
ドワークを合わせた講座を行い、
参加者からも「座学では分からな
い発見が多くあった」と、とても好
評だった。

【S】SNSを用いた情報発信では、
チケットの完売状況や広場の混
雑状況など利用者が利便性の高
い情報を取得できる環境を構築
した。この取組により、週末の電
話による問い合わせが減少し、ス
タッフの業務負担軽減に大きく寄
与した。また、利用者が事前にイ
ベントや状況を把握できるように
なったことで、げんきっこ広場で
のイベント（げんきっこ広場であそ
ぼう・げんきっこ広場へおさんぽ）
の満足度が98％（昨年度91％）と
大幅な向上につながった。
Instagram登録者数1,571名
　（令和8年3月現在）
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区分 評価
視点 評価 評価理由 評価 評価理由

指定管理者（１次評価） 市（２次評価案）
審議会意見評価項目 評価基準

（５）共通事項

・連携事業の計画

各施設を一体的に管理運営する特性を生かした魅力的な事業内容であること。 共通 ② S

・情報発信に関する取組

施設の最新の情報や大和の文化を広く発信するための方策が講じられていること。 共通 ① A

・利用者の誘致・拡大に関する取組

利用者の誘致・拡大の方策が講じられていること。 共通 ① A

・要望・苦情への対応

利用者からの要望・苦情処理の体制が明確で、適切に対応できていること。 共通 ① A

３．施設の維持管理に関
すること

・基本方針

維持管理業務実施に当たっての考え方が適切であること。 維持 ③ A

・実施体制及び人員体制

委託先を含めて、適切な実施体制及び人員体制がとられていること。 維持 ③ A

・安全管理及び緊急時の対応

安全管理や緊急時の対応が適切であること。 維持 ③ S

・環境への配慮と経費低減への取組

環境への負担軽減のための取組が適切であること。 維持 ③ A

４．経費に関すること ・経費縮減への取組

経費の縮減及び増収に向けた工夫があること。 経費 ④ S

・収支決算書

必要な項目が計上されたうえで、収支の安定が図られていること。 経費 ④ A

【S】やまとみらいまつりのオープ
ニングセレモニーを大和市文化
芸術顕彰と融合した形で実施し
たほか、シリウス内各所をはじめ
各地区館においても絵本をテー
マにした様々なイベントを実施、
全施設合計で2,532名の参加が
あった。
大和市民まつりでは「ねらえ！や
まとみらいマップでポン！」を市
民ボランティア（やまとみらいパー
トナー）の皆さんと協力して実施。
令和6年度の出展内容から一新
し、大和市の地図上に描いたや
まとみらいが管理運営する施設を
的にした的あてを実施した。ス
タッフやパートナーの声かけと合
わせ、やまとみらいについて多く
の皆様に知っていただく機会と
なった。（参加者数８６７名）
また、地域連携として渋谷学習セ
ンター及び渋谷図書館では地元
のお祭り「渋祭」に出展、中央林
間図書館では地元の手作りマル
シェに参加したほか、北部文化・
スポーツ・子育てセンターとともに
連合自治会の秋祭りに参加する
など、地域との協力関係を構築す
ることができた。事業実施当日は
やまとみらい他施設から応援人
員を配置し、通常業務が滞りなく
行えるよう配慮した。

【S】エネルギー価格高騰の折、ボ
イラーや空調等の適切な運用や
チェックを実施し、大和市が負担
しているシリウスの水道光熱費に
ついて、令和６年度より約マイナ
ス４９５万円と大幅な縮減を実現
した。

【S】やまとみらい新人スタッフに対
し、受入れ時の共通研修にて防
災の基礎的な知識や考え方を学
ぶ機会を設け、大規模災害への
意識づけをした。合わせて、夜間
災害時を想定した図上訓練を定
期的に実施。いざという時への備
えを強化してきた。
また、震度５以上の地震発生時の
対応として、大和市危機管理課を
はじめ行政の関係各課と7回にわ
たり協議を重ね、新たに震度５の
地震発生時における建物使用可
否を応急的に判断するための「危
険度簡易判定シート」を作成し
た。今後は簡易判定シートに基
づき、研修・講座を実施していく。
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